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患者の立場で考える

データヘルスと望ましい将来像
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理事長 山口 育子



認定NPO法人

ささえあい医療人権センターCOMLとは

• 1990年スタート、2002年NPO法人化、

2016年7月1日認定NPO法人認証

• 自立・成熟し主体的医療参加ができる賢い患
者を目指す

• 対立せず協働

• 思いを言語化し、提言・提案できる患者・市民
の増加が願い

一人ひとりが「いのちの主人公」
「からだの責任者」の自覚から

⇒活動の目的
より良いコミュニケーション
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SP活動：1701回（OSCE497回）
患者と医療者のコミュニケー
ション講座：98回（出前16回）

病院探検隊：99回

患者塾：245回

◆基礎コース：医療をささえる市民
養成講座 （2009年度～13期）

◆アドバンスコース:医療関係会議
の一般委員養成講座・委員バンク

講演：4303回

各種検討会・委員会

COMLの活動（2022年2月末現在）

相談：65144件



目標にしたい将来像

自分の生涯の健
康・医療情報は、
一人ひとりが自己
管理する。
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情報が閉ざされていた時代に
患者経験をして

病名、病状、検査結果、画像、病理
結果・・・懇願しても教えてもらえない

他人である医療者が知っている私
の情報を本人が知ることができない

プライバシーの侵害ではないか
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30年の相談内容の変化の背景

•リテラシー（活用する能
力）不足

•厳しい自己決定

•個人情報やプライバ
シーへの意識の高まり

•多用な家族の関係
性（家族以外のキー
パーソンも）

•心療内科や精神科
のハードルの低下

•病名や予後の情報
提供

•副作用や合併症の
事前説明

•権利意識の台頭

•医療不信の高まり

•医療側の変化（医療
安全対策・コミュニ
ケーションや接遇）

•解決方法の多様化

医療事故・
ミスの報道

インフォー
ムド・コンセ
ントの普及

インター
ネットの普
及による情
報化

家族の役
割や価値
観の変化



最近の相談者の意識と傾向

姿勢の二極化

徹底追及

⇔遠慮・我慢

医療者の苦情
メディアの報道
内容に左右さ
れがち

「相談」より「判
断」を求める

相談ナビ

コミュニケー
ションに悩む
回帰現象
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患者の課題①

「理解できていない」

•漠然と「わからない」「何がわからないかわからない」

•専門用語や治療効果など前提となる基礎知識がない

•理解できない理由の分析はできない

•結果には不満足

• 「理解できていない」→「そんな説明聞いていない」

•納得いかない結果は不信感に
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患者の課題②

患者と医療者の思いのズレ（その２）

診察券に
書いてあ
るのに

医療安全
の一環

入院中な
のに

起こりがち

名前の確認 転倒・転落
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患者の課題③

情報のリテラシー

1990年頃「素
人だから難し
いことはわか
らない」

情報化と共
にネットに出
ていれば
誤った情報
でも鵜呑み
に

ネットで情報
収集し「わ
かったつも
り」に
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課題の克服を阻害している要因

医療の制度、しくみ、情報、受診の仕方を学ぶ場
がない

コミュニケーションが苦手な人が多い

自己決定、自己主張を避ける傾向

日常の上級編・応用編が医療現場でのコミュニケーション
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インフォームド・コンセントの成熟

十分な
説明

患者の
理解

情報の
共有
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これからの患者・医療者関係

インフォームド・コンセ
ント（IC）

シェアード・デシジョ
ン・メイキング（SDM）

一方的な説明になりがち

情報を共有し、話し合いながら
共に考えて決定する
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子どもへの教育が将来を築く

情報のリテラシーを高め
る

ヘルスデータは自分の
大切な情報だと子どもの
ころから意識づける

ヘルスデータを自己管理
し医療機関と共有する

自分で考え、自分で決め
る力をつける

意識改革
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